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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　槽体に形成された開口と、
外側に向けて突設されたフランジ部と、中空の筒状部と、当該筒状部外周に取り付けられ
た止水部材を備えた管体と、
槽体の裏側に配置され、フランジ部とで槽体の開口周縁を挟持する取付部材から成る管体
の接続構造であって、
筒状部は外周に取付部材の固定を行う固定手段を備えてなり、
取付部材は内周に止水部材と水密状態を維持しつつ摺動可能に当接する当接部を備えるこ
とを特徴とする管体の接続構造。
【請求項２】
　前記管体は槽体底部に取り付けられて排水口を形成する排水栓であることを特徴とする
請求項１に記載の管体の接続構造。
【請求項３】
　前記槽体は溢れ水を排出するオーバーフロー流路を備え、
前記取付部材はオーバーフロー流路と連結し、溢れ水を排水口からの流路へと合流させる
アダプター部材であることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の管体の接続構造。
【請求項４】
　槽体に形成された開口と、
外側に向けて突設されたフランジ部と、中空の筒状部と、当該筒状部外周に取り付けられ
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た止水部材を備えた管体と、
槽体の裏側に配置され、フランジ部とで槽体の開口周縁を挟持する取付部材から成る管体
の接続構造であって、
取付部材は内周に止水部材と当接する当接部を備え、 
前記管体は槽体縁部に取り付けられる操作部であることを特徴とする管体の接続構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、浴槽や流し台、洗面ボウル等の各種槽体に取り付けられ、排水口を形成する
管体の接続構造である。
【背景技術】
【０００２】
　従来の管体の接続構造としては、特許文献１に記載のように、槽体底部に形成された開
口に取り付けられる管体としての排水栓と、排水栓を取り付ける取付部材と、止水部材と
しての三角パッキンから成る管体の接続構造が知られている。排水栓は円筒状であって、
上端より外側に向けて突設されたフランジ部と、中空であって内部に排水流路を有する筒
状部を備えており、槽体表側（上面）より開口に筒状部が挿通されている。又、筒状部は
後述するオーバーフロー流路からの排水を合流させる窓部を備えると共に、外側面に雄螺
子部が形成されている。取付部材はオーバーフロー流路と連続し、窓部へと排水を流入さ
せるアダプター部材であって、上記排水栓の筒状部よりも大径となる円筒形状の胴部と、
胴部側面より側方に向けて延設された枝管部を有しており、胴部が筒状部の外側に配置さ
れている。三角パッキンは断面視三角形状であって、ゴムやシリコンから成る弾性部材で
あり、排水栓や取付部材と当接することで当該当接箇所を水密状態とする事ができる。尚
、上記排水栓のフランジ部下面と取付部材上面にはそれぞれ環状のパッキンが配置されて
おり、排水栓と取付部材は上記パッキンを介して槽体の開口周縁を挟持している。
　上記管体の接続構造においては、排水栓を槽体の開口に挿通させた状態で、槽体裏側よ
り筒状部に取付部材及び三角パッキンを挿通し、ナット部材を筒状部の雄螺子部に螺合さ
せる。この時、ナット部材は螺合により三角パッキン及び取付部材を押し上げ、槽体の開
口周縁がパッキンを介して排水栓のフランジ部と取付部材上端によって挟持される。又、
この時フランジ部下方及び取付部材上方に配置されたパッキンは上下方向に押し潰される
。
　ここで、取付部材は下端が下方に向けて幅広となる様にテーパ面が形成されている。従
って、ナット部材の螺合時、三角パッキンは上方への応力が加わり取付部材下端に押し付
けられるとともに、当該テーパ面によって前記上方への応力が内側（筒状部）への応力へ
と変換され、排水栓の筒状部外周にも押し付けられる。これにより、三角パッキンは取付
部材及び排水栓（筒状部）と水密に当接することが可能となるため、排水配管からの漏水
を防ぐことが可能となる。又、ナット部材の螺合により管体の接続構造を構成しているこ
とから、厚みの異なる槽体に対しても取り付けを行うことが可能となる。
　上記従来の管体の接続構造においては、フランジ部下方に配置されたパッキンによって
フランジ部外周からの排水の流入を防ぐとともに、取付部材上方に配置されたパッキンに
よって取付部材と槽体裏面との間からの漏水を防ぎ、且つ、取付部材下端に配置された三
角パッキンによって取付部材と筒状部との間からの漏水を防いでいる。
【０００３】
　又、その他にも特許文献２に記載のように、排水栓装置の操作部に関する管体の接続構
造が知られている。当該特許文献２の管体の接続構造は、槽体縁部に形成された開口に取
り付けられる管体としての操作部本体と、取付部材としてのナット部材、止水部材として
のパッキンから成る。当該接続構造は上記特許文献１と同様に、槽体の開口周縁が、パッ
キンを介して操作部本体に形成されたフランジ部と取付部材によって挟持される。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－１２７０４９号公報
【特許文献２】特開２０１５－４８６８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述の通り、上記特許文献１に記載の管体の接続構造は、ナット部材の螺合によってフ
ランジ部下部及び取付部材上部に配置されたパッキンを押し潰すとともに、三角パッキン
が取付部材及び排水栓に押し付けられる構造となっている。即ち、ナット部材の螺合によ
り３箇所のパッキンを押し潰す必要があり、更に三角パッキンは螺合に伴い側方にも応力
を加える必要があることから、螺合には大きな応力が必要となり、適切な位置までナット
部材を螺合させることが困難であった。又、螺合に大きな応力が必要となることから、施
工作業者は適正位置まで達していない状態で螺合を終了してしまい、漏水が発生するとい
う問題が生じていた。又、螺合に伴い三角パッキンがアダプター部材とナット部材に挟圧
されるが、この時、三角パッキンが外側に向けて変形してしまう、又は所定トルク以上の
締め付けにより撓みが生じてしまうことにより、三角パッキンと排水栓との間に排水が侵
入し、漏水が生じる恐れがあった。
【０００６】
　又、特許文献２に記載の接続構造において、止水部材はリング状であって、フランジ部
下面と槽体縁部上面によって挟圧されるだけであるが、やはり螺合により水密状態となる
まで止水部材を押し潰す必要がある。従って、特許文献１と同様、施工作業者は適正位置
まで達していない状態で螺合を終了してしまい、漏水が発生するという問題が生じていた
。
【０００７】
　本発明は上記問題に鑑み、施工性の向上、及び排水配管からの漏水の防止を課題とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するための請求項１に記載の本発明は、槽体に形成された開口と、
外側に向けて突設されたフランジ部と、中空の筒状部と、当該筒状部外周に取り付けられ
た止水部材を備えた管体と、
槽体の裏側に配置され、フランジ部とで槽体の開口周縁を挟持する取付部材から成る管体
の接続構造であって、
筒状部は外周に取付部材の固定を行う固定手段を備えてなり、
取付部材は内周に止水部材と水密状態を維持しつつ摺動可能に当接する当接部を備えるこ
とを特徴とする管体の接続構造である。
【０００９】
　請求項２に記載の本発明は、前記管体は槽体底部に取り付けられて排水口を形成する排
水栓であることを特徴とする請求項１に記載の管体の接続構造である。
【００１０】
　請求項３に記載の本発明は、前記槽体は溢れ水を排出するオーバーフロー流路を備え、
前記取付部材はオーバーフロー流路と連結し、溢れ水を排水口からの流路へと合流させる
アダプター部材であることを特徴とする請求項２に記載の管体の接続構造である。
【００１１】
　請求項４に記載の本発明は、槽体に形成された開口と、外側に向けて突設されたフラン
ジ部と、中空の筒状部と、当該筒状部外周に取り付けられた止水部材を備えた管体と、槽
体の裏側に配置され、フランジ部とで槽体の開口周縁を挟持する取付部材から成る管体の
接続構造であって、取付部材は内周に止水部材と当接する当接部を備え、前記管体は槽体
縁部に取り付けられる操作部であることを特徴とする管体の接続構造である。
【００１２】
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　上記本発明においては、止水部材が管体と取付部材の側面に当接することで水密を維持
する構造となっているため、作業者が施工時に必要な応力を低減することが可能となる。
尚、ここにいう取付部材はナット部材のように直接螺合等に係る部材のみを指すものでは
ない。又、必ずしも取付部材はフランジ部とで槽体の開口周縁を直接挟持する必要はなく
、パッキンその他の部材を介して槽体の開口周縁を挟持しても良いものである。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の施工状態を示す要部断面図である。
【図２】本発明の分解断面図である。
【図３】（ａ）本発明の管体の接続構造による接続状態を示す断面図、（ｂ）図３（ａ）
のＡ部拡大図である。
【図４】（ａ）本発明の管体の接続構造による接続状態を示す断面図、（ｂ）図４（ａ）
のＡ部拡大図である。
【図５】本発明の第二実施形態を示す断面図である。
【図６】本発明の第二実施形態を示す断面図である。
【図７】その他の実施形態を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
 　以下、図面を参照しながら本発明の排水装置を説明する。尚、以下に記載する説明は
実施形態の理解を容易にするためのものであり、これによって発明が制限して理解される
ものではない。
【００１５】
 　以下に、本発明について図１乃至図４を用いて説明する。尚、第一実施形態に係る槽
体１は洗面ボウルである。
【００１６】
　図１に示すように、槽体１は断面視箱状であって、底面２、及び側面に開口３が形成さ
れており、底面２側の開口３には排水栓５が配置されることにより排水口６が形成されて
いる。一方、側面側の開口３にはオーバーフローエルボ４が配置されており、槽体１内に
所定以上の高さまで湯水が貯留された際、溢れ水を排出するためのオーバーフロー排水口
として機能する。
【００１７】
　図１及び図２に示すように、排水栓５は本実施形態における管体であり、内部に排水流
路を形成する排水配管であって、フランジ部５１、筒状部５２より成る。尚、排水栓５は
上記槽体１の底面２に形成された開口３に配置された状態において、槽体１内の排水を排
出する排水口６を形成する。
　フランジ部５１は排水栓５上端より全周に亘り外側に向けて突設されており、下方に配
置されたリング状のパッキンを介して底面２に形成された開口３の周縁と当接している。
　
　筒状部５２は中空且つ内部に排水流路を有する円筒状であり、槽体１上方より底面２に
形成された開口３に挿通されている。又、筒状部５２は上方より窓部５３、凹部５４、雄
螺子部が形成されている。窓部５３は側方に向けて開口されており、図３に示すように、
施工完了時において窓部５３の外側には取付部材８の胴部８１が配置されている。凹部５
４は窓部５３の下方且つ雄螺子部の上方に形成された環状の凹溝であり、当該凹部５４に
は止水部材７が配置されている。
　止水部材７はゴムやシリコン等から成る弾性体であり、その断面視円形であって、外周
面において後述する取付部材８と水密に当接している。雄螺子部は筒状部５２の下端まで
形成された接続部であり、ナット部材１０の雌螺子部が螺合されている。
【００１８】
　取付部材８は上記排水栓５の周囲に配置される胴部８１と、胴部８１側面に形成された
枝管部８３を有し、オーバーフロー流路からの排水を窓部５３へと流入させるアダプター
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部材である。
　胴部８１は排水栓５よりも大径の円筒状あり、上端には断面視略Ｕ字状のパッキンが配
置されており、下端には当接部８２が形成されている。当接部８２は上記排水栓５の凹部
５４における排水栓５の外径と略同一の内径を有する円筒部分であり、胴部８１下端より
下方、即ち排水栓５の軸方向に向けて延設されている。尚、当接部８２は取付部材８が排
水栓５に挿通された際、図３に示すように、止水部材７が水密に当接するとともに、当該
水密状態を維持したまま止水部材７が上下方向に摺動可能となっている。即ち、当接部８
２の内面は上端から下端にかけて同径且つ平滑であり、どの高さ位置に止水部材７が当接
していても、筒状部５２外周と当接部８２との間を水密状態とすることが可能となってい
る。
　枝管部８３は胴部８１側方より外側に向けて延設された円筒状であって、オーバーフロ
ーエルボ４から連続する可撓管９の端部が接続されており、オーバーフロー排水口からの
排水が取付部材８を介して排水口６からの排水流路へ合流させる。
　上記取付部材８は、当接部８２の下端においてナット部材１０が配置されており、排水
栓５とナット部材１０が螺合した際、取付部材８はナット部材１０によって押し上げられ
る。
【００１９】
　上記本発明の第一実施形態は、以下の様に施工される。
　まず、槽体１の表側（上面）より開口３に排水栓５の筒状部５２を挿通する。この時、
フランジ部５１の下方にはパッキンが配置されており、フランジ部５１は当該パッキンを
介して槽体１の底面２に形成された開口３の周縁と当接する。次に、槽体１の裏側より排
水栓５の筒状部５２に取付部材８を挿通するとともに、ナット部材１０と雄螺子部を螺合
させる。この時、取付部材８はナット部材１０によって押し上げられるとともに、取付部
材８上端は取付部材８上方に配置されたパッキンを介して開口３の周縁に当接する。又、
当接部８２に止水部材７が当接する。更にナット部材１０の螺合を進めると、底面２の開
口３周縁が、パッキンを介してフランジ部５１と取付部材８によって挟持される。この時
、フランジ部５１下方及び取付部材８上方に配置されたパッキンは上下方向に押し潰され
る。又、ナット部材１０により取付部材８が押し上げられることにより、当接部８２に当
接している止水部材７は水密状態を維持しつつ、当接部８２下方に摺動する。
　次に、オーバーフローエルボ４と可撓管９の一端を接続すると共に、他端を取付部材８
の枝管部８３に接続する。
　そして、図示しない下流側配管を排水栓５の下流側に接続することで、本実施形態の施
工が完了する。
【００２０】
　上記施工完了時において、フランジ部５１下方に配置されたパッキンによってフランジ
部５１外周からの排水の流入を防ぐとともに、取付部材８上方に配置されたパッキンによ
って取付部材８と槽体１裏面との間からの漏水を防ぎ、且つ、止水部材７によって取付部
材８と筒状部５２との間からの漏水を防いでいる。
【００２１】
　本発明は上記の様に、従来例のように三角パッキンを使用しておらず、止水部材７が排
水栓５と取付部材８の側面に当接することで水密を維持する構造となっている。従って、
施工時において作業者がナット部材１０を締め付ける際に必要な応力を低減することが可
能となる。又、図４に示すように、異なる厚みの槽体に取り付けられた場合には止水部材
７と当接部８２の当接位置が変位するが、本発明において当接部８２は止水部材７が水密
状態を維持しながら摺動可能となっていることから、種々の槽体に対して対応可能である
。
【００２２】
　以下に、本発明の第二実施形態について説明する。
【００２３】
　図５及び図６に示すように、槽体１は断面視箱状であって、底面２に開口３が形成され



(6) JP 6909451 B2 2021.7.28

10

20

30

40

50

ており、開口３には排水栓５が配置されることにより排水口６が形成されている。
【００２４】
　排水栓５は本実施形態における管体であり、内部に排水流路を形成する排水配管であっ
て、フランジ部５１、筒状部５２より成る。ここで、排水栓５は上記槽体１の底面２に形
成された開口３に配置され、槽体１内の排水を排出する排水口６を形成する。
　フランジ部５１は排水栓５上端より全周に亘り外側に向けて突設されており、下方に配
置されたリング状のパッキンを介して底面２に形成された開口３の周縁と当接している。
　
　筒状部５２は中空且つ内部に排水流路を有する円筒状であり、槽体１上方より底面２に
形成された開口３に挿通されている。又、筒状部５２は上方より凹部５４、雄螺子部が形
成されている。凹部５４は雄螺子部の上方に形成された環状の凹溝であり、当該凹部５４
には止水部材７が配置されている。止水部材７はゴムやシリコン等から成る弾性体であり
、その断面視円形であって、外周面において後述する取付部材８と水密に当接している。
雄螺子部は筒状部５２の下端まで形成された接続部であり、取付部材８の雌螺子部が螺合
されている。
【００２５】
　取付部材８は排水栓５の下流に配置される中空且つ円筒状の排水配管であり、上端外側
より外側に向けて延設された鍔部８４を有し、内部に当接部８２及び雌螺子部が形成され
ている。取付部材８の雌螺子部が排水栓５の雄螺子部と螺合された状態において、鍔部８
４は槽体１の裏面と当接しており、当該鍔部８４とフランジ部５１によって底面２に形成
された開口３周縁を挟持している。当接部８２は取付部材８の内周上端に形成された、上
記排水栓５の凹部５４における排水栓５の外径と略同一の内径を有する円筒部分であり、
取付部材８上端より下方、即ち排水栓５の軸方向に向けて延設されている。尚、当接部８
２は取付部材８が排水栓５に螺合された際、止水部材７が水密に当接するとともに、当該
水密状態を維持したまま止水部材７が上下方向に摺動可能となっている。即ち、当接部８
２の内面は上端から下端にかけて同径且つ平滑であり、どの位置に止水部材７が当接して
いても、筒状部５２外周と当接部８２との間を水密状態とすることが可能となっている。
【００２６】
　上記本発明の第二実施形態は、以下のように施工される。
　まず、槽体１の底面に形成された開口３に排水栓５の筒状部５２を挿通する。この時、
フランジ部５１の下方にはパッキンが配置されており、フランジ部５１は当該パッキンを
介して槽体１の底面２に形成された開口３の周縁と当接する。次に、槽体１の裏側より排
水栓５の雄螺子部と取付部材８の雌螺子部を螺合させる。この時、取付部材８は螺合によ
って上昇するとともに、鍔部８４が槽体１の下面に当接する。又、当接部８２に止水部材
７が当接する。更に螺合を進めると、底面２の開口３周縁がパッキンを介してフランジ部
５１と取付部材８によって挟持される。この時、フランジ部５１下方に配置されたパッキ
ンは上下方向に押し潰される。又、取付部材８が螺合に伴い上昇することにより、当接部
８２に当接している止水部材７は水密状態を維持しつつ、当接部８２下方に摺動する。
　そして、図示しない下流側配管を取付部材８の下流側に接続することで、本実施形態の
施工が完了する。
【００２７】
　上記施工完了時において、フランジ部５１下方に配置されたパッキンによってフランジ
部５１外周からの排水の流入を防ぐとともに、止水部材７によって取付部材８と筒状部５
２との間からの漏水を防いでいる。
【００２８】
　本発明は上記の様に、従来例のように三角パッキンを使用しておらず、止水部材７が排
水栓５と取付部材８の側面に当接することで水密を維持する構造となっている。従って、
施工時において作業者がナット部材１０を締め付ける際に必要な応力を低減することが可
能となる。又、図６に示すように、異なる厚みの槽体に取り付けられた場合には止水部材
７と当接部８２の当接位置が変位するが、本発明においては当接部８２は止水部材７が水
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密状態を維持しながら摺動可能となっていることから、種々の槽体に対して対応可能であ
る。
【００２９】
　本発明の第二実施形態は以上であるが、本発明は上記第一実施形態及び第二実施形態の
形状に限定されるものではなく、発明の主旨を逸脱しない範囲において種々の変更を加え
ても良いものである。例えば、第一実施形態及び第二実施形態において槽体は洗面ボウル
であったが、流し台や浴槽等であっても良い。又、本発明の接続構造は、図７に示すよう
に、槽体１の縁部に形成された開口３に取り付けられる排水栓装置の操作部１１に採用さ
れても良い。当該その他の実施形態においては、当該操作部１１は操作部本体１２及びロ
ック機構１３から成り、管体は槽体１の縁部に形成された開口３に取り付けられた操作部
本体１２である。当該操作部１１は内部にボタン部を備えており、使用者が当該ボタン部
に対して押動操作を加えることにより図示しない弁体が昇降し、排水口の開閉を行う装置
である。尚、ロック機構１３は弁体の上昇状態をロックする公知の保持機構である。又、
取付部材８は操作部本体１２とで開口３周縁を挟持するナット部材である。
　上記その他の実施形態においては、操作部本体１２上端に形成されたフランジ部５１と
、取付部材８上端に形成された鍔部８４がパッキンを介して開口３周縁を挟持している。
そして、操作部本体１２の外側面に形成された凹部５４内に配置された止水部材７が取付
部材８内側面に形成された当接部８２に対して水密に当接している。
【符号の説明】
【００３０】
１　　　　槽体
２　　　　底面
３　　　　開口
４　　　　オーバーフローエルボ
５　　　　排水栓
５１　　　フランジ部
５２　　　筒状部
５３　　　窓部
５４　　　凹部
６　　　　排水口
７　　　　止水部材
８　　　　取付部材
８１　　　胴部
８２　　　当接部
８３　　　枝管部
８４　　　鍔部
９　　　　可撓管
１０　　　ナット部材
１１　　　操作部
１２　　　操作部本体
１３　　　ロック機構
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